第６章 担い合うまちづくり

第1節 担い合うまちづくり

	・　地域経済の活性化イベントや生産者との交流イベントへの支援を行うなど多彩な地域活動の推進に努めた。


  １  商業活性化イベント事業補助金　　      　　　　　　　　　 　　　(７商工費　１商工費)
市内の地域経済活性化を目的とするイベントに対し補助した。

・のぼりべつ豊水まつり　　　　　　　　７月２０・２１日

・鷲別地区活性化手作り夏祭り　　　　　７月６日・８月１６日

・グリーンピアサマーフェスティバル　　８月３・４日

・わくわく広場のぼりべつ　　　　　　　７月２０・２１日
  ２  登別漁港まつり運営費補助金　                           (６農林水産業費  ３水産業費)
漁港愛護の啓発、漁業・水産業者と地域住民との交流の促進に助成した。

事業内容　　漁船満船飾出入港、海上安全大漁祈願祭、海産物即売、朝揚げ鮭即売、

ボート競漕、ＨＢＣラジオ公開放送、花火大会等
  ３  農業まつり運営費補助金　  　　                           (６農林水産業費　１農業費)
酪農畜産を普及宣伝し、市民との交流を図りつつ、農畜産物の消費拡大と農業の振興に寄与するため助成した。

開催期日　　平成１４年９月８日

場　　所　　登別市民プール横

事業内容　　野菜の無料配布・格安販売、切花・新米の販売、登別産牛乳の試飲、

力自慢乾草投げ大会、もちまき、

札内高原館で試験研究したソーセージなどの提供

　　　　参加者数　　２，５００人
  ４  町内会運営助成金、連合町内会助成金　　　　　　　　　　     (３民生費　１社会福祉費)

町内会運営助成金は、町内会活動、街路灯の電気料、会館の維持管理費に対して助成した。

連合町内会助成金は、各町内会の連絡調整、住民福祉、まちづくりの推進を目的とした活動に対して助成した。

助成団体数　　９８町内会、１連合町内会
  ５  市民憲章推進協議会助成金     　　                          (２総務費  １総務管理費)
市民憲章の精神が、日常の市民生活の場でいかされることを目的に、各種実践活動を展開している推進協議会に対し運営費の一部を助成した。

事業内容　　市民憲章だよりの発行、花いっぱい運動の推進、

まちづくり市民のつどいの開催
　６  鬼童話及び紙芝居コンテスト開催経費　                        (２総務費  １総務管理費)

　　　　市民及び童話作成等に興味のある方を対象とし、公募した童話及び紙芝居を合成し絵本化することにより、鬼を活用した観光振興策の一助とするとともに、次代のまちづくり活動に活用する。
　　　　・第３回のぼりべつ鬼の童話コンテストの実施　　　　　　応募総数　４９７編

　　　　・第３回のぼりべつ鬼の童話紙芝居コンテストの実施　　　応募総数　　２６編

　７　鬼っ子サミット開催経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費  １総務管理費)
　　　　開催期日　　７月６日

　　　　開催場所　　ふぉれすと鉱山及び幌別川

　　　　テーマ　　　「川で遊ぼう。川を遊ぼう。川を語ろう。」

　　　　内　容　　　川遊び、トークタイム、苗の植栽

　　　　参加人数　　９１人（市内小学生４８人、白老町小学生１２人）

　８　日本青年会議所北海道地区協議会第５１回北海道地区大会助成金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費  １総務管理費)

　　　　事業名　　　２００２年度（社）日本青年会議所北海道地区協議会

第５１回北海道地区大会〈登別・室蘭〉大会
　　　　開催期日　　９月６～８日

　　　　参加人数　　２，５７６人（ＪＣ会員２，４２１人、シニア会員１５５人）

　９　総合的な幼児教育振興経費　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費  １総務管理費)
　　　　登別市独自の総合的な幼児教育を推進するため、幼児教育振興計画の策定及び幼保一元化

モデル事業を実施する。

　　　　平成１３年９月２６日　　「幼児教育に係る庁内連絡会議」設置

　　　　平成１４年度　　　　　　　４回開催

　　　　平成１４年７月１１日　　　登別市幼保一元化モデル事業の基本方針策定

· 登別温泉、登別、富浦保育所統廃合による公設民営の新保育所建設

· 用地内に私立幼稚園を併設

１０　いきいき推進事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費  １総務管理費)
　　　　・採択事業　　１件　「建設副産物のリサイクル商品開発」

　　　　・内　　容　　建設廃材を活用した「炭」と「無機質系材料」を一本化した製品開発の

　　　　　　　　　　　ために基礎データの収集と強度試験を実施

第2節 交流ネットワークの形成

	・　札幌のぼりべつ会や東京登別げんきかいとの交流事業を推進し、外部からの有効な情報の収集に努めた。

・　国際的な視野を持った人材の育成と異なった文化への理解を深めるため、中学生の海外派遣研修や自治体職員協力交流事業などを引き続き実施した。


  １  札幌のぼりべつ会交流経費　　　　　　　　　　　　　 　　　　(２総務費  １総務管理費)

札幌圏在住の登別出身者や登別にゆかりのある人たちによって構成されている「札幌のぼりべつ会」と市内の商工業者との交流や情報交換は、新たなビジネスチャンスの創出と経済関係者間のネットワーク化に繋がっている。

【会員数】　　　個人　１２２人　　法人　１０団体

【活動状況】　　　札幌のぼりべつ交流プラザの開催（参加者：７５人）
  ２  ふるさと大使経費　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(２総務費  １総務管理費)
様々な機会を通じて登別市のＰＲや、まちづくりに役立つ有益な情報提供などの協力を得ている。

大使数　　４４人（日本人３１人・外国人１３人）
  ３  東京登別げんきかい交流経費　　　　　　　　　 　　　　　　　(２総務費  １総務管理費)
首都圏在住の登別出身者等で構成される“げんきかい”は、有益な情報の提供や人脈づくりの原動力になるなど、首都圏における登別の応援団として貢献している。

【会員数】　　　５２９人

　　　　【活動状況】

情報交歓会　　　参加者：７月～５０人　　総会参加者：１１月～６４人
  ４  登別・白石姉妹都市交流推進協議会助成金　　　 　　　　　　　(２総務費  １総務管理費)
姉妹都市を提携している宮城県白石市との友好親善を目的に産業・経済・教育・文化・スポーツ・福祉の交流を行っている協議会に対し助成した。

事業内容

教育文化交流事業

少年スポーツ交流事業、小学生絵画作品交流展示会、こけし絵づけ教室、ふるさと

豆記者訪問事業、ふるさとを語る交流事業、姉妹都市国際親善少年水泳大会

親善交流事業

姉妹都市老人クラブ交流事業

経済交流事業

白石市物産展、登別市物産展

  ５  姉妹都市小中学校交流事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)

姉妹都市提携を契機に小中学校交流事業を実施し児童生徒の相互交流を行った。

  ６  姉妹都市スポーツ交流事業助成金　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ６保健体育費)
青少年の健全育成とスポーツ振興を図るため、姉妹都市とスポーツ交流を図った。

事業内容

野球大会

開催日　　８月１０日～１１日

場  所　　白石市

参加者　　登別市　４０人（役員１６人）、白石市　３８人（役員１４人）

‘０２姉妹都市国際親善少年水泳大会

開催日　　９月２１日～２３日

場  所　　スパッシュランドしろいし（白石市）

参加者　　交流団　２２人（選手１６人、指導者６人）
  ７  中学生海外派遣事業　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(２総務費  １総務管理費)

市内の中学生６人をデンマークのリンゲ市などに派遣し、学校訪問等を通して交流と相互理解を深めた。

派 遣 先　　デンマーク、イギリス

派遣人数　　中学２年生６人、引率者３人

派遣期間　　８月１１日～１９日

事業内容　　市役所表敬訪問、学校訪問、ホームスティ等での交流
  ８  自治体職員協力交流事業　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(２総務費  １総務管理費)

海外の自治体等の職員を受け入れ、当市が培ってきた行政のノウハウを伝え、併せて地域の国際化施策の推進に協力した。

研修員氏名　　鄧　志強（ドン・ジーチアン）

出身・所属　　中華人民共和国　広東省韶関市

研修期間　　５月２６～１２月２５日

研修内容　　一般行政研修（人事課、農林水産課、税務課、都市計画課、財政課等）

観光行政研修（市内テーマパーク、ホテル、胆振支庁観光事業協力、

　　　　　　　「のぼりべつまるごとガイドブック」中国語訳）

　　　　　　　　　　　　視察研修（札幌・小樽・函館視察研修、東京・中間研修、長崎視察研修等）

　　　　　　　　　　　　市民交流（お祭り参加、幼稚園・学校訪問等、婦人短大講師等）

　　　　　そ　の　他　　日本語研修、登別市ふるさと大使委嘱
　９  国際交流推進事業　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費  １総務管理費)

デンマークのリンゲ市から研修生を受け入れたほか、国際理解講座を開催した。

外国人青年の受入れ事業支援

受入団体　　登別デンマーク協会

研 修 生　　Casper　Eriksen　（キャスパー・エリックセン）

研修期間　　６月９～７月２８日

滞在方法　　ホームスティ

研修内容　　公共施設見学、テーマパーク視察、学校訪問、日本語研修、市民との交流、中学生海外派遣団指導、函館・旭川視察研修、市役所職員との交流等
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